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受験番号 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

問題番号  Ⅱ－２－２   

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

（ １ ） 対 象 構 造 物 、 調 査 ・ 検 討 す べ き 事 項 等  

１ ） 対 象 構 造 物  

市 街 地 の ２ 径 間 連 続 PC 橋 の 道 路 橋 （ 国 道 ） と す る 。

建 設 年 は 平 成 ９ 年 で 、 桁 下 に は 通 学 路 利 用 が あ る 市 道

が 交 差 す る 。 中 央 部 の RC 柱 を 曲 げ 破 壊 先 行 型 へ 移 行 さ

せ 靭 性 を 確 保 す る た め 、 RC 巻 き 立 て 工 法 に よ る 耐 震 補

強 を 施 工 す る 予 定 で あ っ た 。 設 計 担 当 者 と し て 述 べ る 。  

２ ） 不 整 合 の 内 容  

現 地 に て 微 破 壊 を 行 っ た と こ ろ 、 帯 鉄 筋 の 間 隔 が 完

成 図 情 報 よ り 広 く な っ て い る こ と が 発 覚 し た 。 平 成 ８

年 の 道 路 橋 示 方 書 改 訂 の 内 容 を 網 羅 し な い ま ま 築 造 さ

れ た 可 能 性 が あ り 、 帯 鉄 筋 が 拘 束 体 と し て 機 能 せ ず 、

設 計 済 み の RC 巻 き 立 て 工 法 で は 性 能 確 保 不 可 と な っ た 。  

３ ） 調 査 ・ 検 討 す べ き 事 項  

① 書 類 調 査 ： 建 設 記 録 の 再 調 査 や 、 現 行 基 準 と の 適 合

性 に つ い て 再 調 査 す る 。  

② 現 地 調 査 ： 帯 鉄 筋 の 配 筋 状 況 を 詳 細 に 調 査 す る 。  

③ 照 査 手 法 ： 構 造 の 再 照 査 の 解 析 手 法 を 検 討 す る 。  

④ 補 強 工 法 ： RC 巻 き 立 て 工 法 で は 断 面 が 増 大 し 桁 下 道

路 に 影 響 が 及 ぶ た め 、 補 強 工 法 を 再 検 討 す る 。  

（ ２ ） 業 務 手 順 な ら び に 項 目 ご と の 留 意 点 ・ 工 夫 点  

１ ） 調 査  

前 述 の 各 調 査 を 行 う 。 帯 鉄 筋 の 調 査 に 当 た っ て は 、

既 設 構 造 物 へ の 影 響 を 抑 え る た め 、 電 磁 波 レ ー ダ ー 法

等 の 非 破 壊 検 査 を 適 用 す る こ と に 留 意 す る 。 社 内 で 過
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○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

去 の 同 類 事 例 の 情 報 を 収 集 し 、 本 件 の 検 討 業 務 に 活 用

し て 業 務 の 合 理 化 を 図 る 工 夫 を す る 。  

２ ） 構 造 再 照 査  

現 況 の 柱 の 帯 鉄 筋 は 拘 束 体 と し て 見 な さ ず 、 終 局 状

態 ＝ コ ン ク リ ー ト の 最 大 圧 縮 応 力 時 と し て 、 安 全 側 照

査 を 行 う 工 夫 を す る 。 よ り 慎 重 な 構 造 照 査 を 行 う た め 、

静 的 解 析 に 加 え て 時 刻 歴 応 答 解 析 法 等 の 動 的 解 析 を 適

用 す る こ と に 留 意 す る 。  

３ ） 補 強 工 法 の 再 検 討  

補 強 に 伴 う 死 荷 重 や 断 面 寸 法 の 増 大 を 抑 え る た め 、

鋼 板 巻 き 立 て 工 法 の 採 用 を 提 案 す る 工 夫 を す る 。 柱 と

補 強 材 の 確 実 な 一 体 化 を 図 る 機 構 の 設 計 に 留 意 す る 。  

（ ３ ） 関 係 者 と の 調 整 方 策  

１ ） 発 注 者 （ 国 ）  

合 同 現 地 調 査 を 行 い 、 現 地 の 状 況 や 問 題 点 等 の 情 報

の 共 有 を 行 う 。 補 強 工 法 の 変 更 で は 、 費 用 ・ 施 工 性 ・

課 題 等 を 比 較 表 で 提 示 し 、 円 滑 に 工 法 へ の 合 意 を 得 る 。  

２ ） 桁 下 道 路 利 用 者 （ 市 道 管 理 者 、 一 般 利 用 者 ）  

工 法 変 更 に 伴 う 工 期 の 長 期 化 に つ い て 、 迅 速 に 報 告

を 行 う 。 通 学 時 間 帯 を 避 け た 作 業 計 画 を 提 案 し 、 工 事

の 施 行 に 対 す る 理 解 を 得 る 。  

３ ） 社 内 関 係 者 （ 調 査 班 、 構 造 解 析 班 、 補 強 設 計 班 ）  

各 業 務 で 得 た 成 果 物 は 、 デ ジ タ ル 化 し て ク ラ ウ ド 環

境 内 に 保 存 し て 一 元 管 理 し 、 情 報 を シ ー ム レ ス 化 し て

手 戻 り や ミ ス を 防 ぐ 。             以 上  



（参考）試験成績の開示請求結果 

 

 

 

 

※ Ⅱ―１とⅡ―２の合算が 19 点／30 点満点（≒得点率 63％）で A 判定の水準ギリギリ

であることから、Ⅱ―１とⅡ―２の２つの論文を単体で見ると、いずれかが B 判定レベ

ルの低品質な論文であった可能性があります。 


